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一 

 



 

一 

会
社
の
倒
産
は
、
東
京
都
港
区
芝
浦
四
ノ
二
ノ
八
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
大
沢
商
会
（
以
下
「
大
沢
」
と
い

う
。
）
の
会
社
更
生
法
申
立
て
に
よ
る
連
鎖
倒
産
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
会
社
と
大
沢
と
の
関
係
、
会
社
の
倒
産

に
至
る
経
過
と
現
状
並
び
に
更
生
法
の
進
行
状
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

東
京
都
文
京
区
大
塚
三
ノ
三
ノ
一
に
本
社
を
置
く
マ
ミ
ヤ
光
機
株
式
会
社
（
以
下
、
「
会
社
」
と
い
う
。
）
が
昭
和
五

十
九
年
三
月
五
日
東
京
地
方
裁
判
所
に
会
社
更
生
法
の
申
立
て
を
行
い
、
同
日
保
全
処
分
が
決
定
さ
れ
、
事
実
上

倒
産
状
態
に
陥
つ
て
い
る
が
、
会
社
の
再
建
と
更
生
の
進
行
状
態
に
つ
い
て
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

二 

大
沢
だ
け
で
な
く
、
最
近
会
社
の
株
の
お
よ
そ
三
〇
％
を
取
得
し
、
会
社
の
事
実
上
の
支
配
権
を
握
つ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
ノ
三
ノ
一
七
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
コ
ス
モ
エ
イ
テ
ィ
（
以
下
「
コ
ス 

 
従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 
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三 

 



 

 

四 

モ
」
と
い
う
。
）
と
埼
玉
県
入
間
市
下
藤
沢
一
二
九
四
番
地
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
。
）
と
会
社
の
関
係
と
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

会
社
の
再
建
と
更
生
法
の
開
始
決
定
を
得
る
に
は
、
会
社
の
従
業
員
で
組
織
し
て
い
る
労
働
組
合
で
あ
る
総

評
全
国
金
属
労
働
組
合
埼
玉
地
方
本
部
マ
ミ
ヤ
光
機
支
部
（
執
行
委
員
長
川
村
元
男
氏
、
以
下
「
支
部
」
と
い
う
。
）

の
協
力
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
支
部
は
会
社
再
建
に
は
全
力
を
挙
げ
て
協
力
す
る
方
針
だ
と
聞
い
て
い
る
。 

賃
金
の
支
払
と
会
社
の
再
建
の
た
め
に
関
係
者
、
コ
ス
モ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
富
士
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、

東
京
都
民
銀
行
、
安
田
信
託
銀
行
の
対
応
の
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

マ
ミ
ヤ
光
機
本
社
の
あ
る
東
京
都
並
び
に
主
力
工
場
の
あ
る
埼
玉
県
は
、
い
か
な
る
対
応
を
行
う
の
か
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


